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①

株式会社アジェンダ　プロダクト・マーケティング部　瀬戸 奏

Mac用の定番麻雀ソフト『麻雀』が、iPhone/iPod touch
用のゲームアプリになった『麻雀』(仮称)は、個性豊かな
キャラクターとのコンピューター対戦が楽しめる、4人打ち
麻雀ゲームアプリです。これまでの麻雀ゲームアプリとは
一味違う、臨場感あふれる独自の3D表現と、タッチパネル
を活かした操作性で、通勤時や休憩時間に麻雀ゲームを
お楽しみいただけます。
また、好きなキャラクターを選んで気ままに楽しめるので
麻雀初心者にも親しみやすく、さらに、ルールや役の確認に
便利なヘルプも充実しています。

株式会社アジェンダ(以下アジェンダ、代表取締役 松井文也 本社：札幌市北区北7条西6丁目2番34号)は、iPhone/
iPod touch用アプリへ参入することを発表いたします。現在、第1弾としてゲーム『麻雀』(仮称)の開発を進めており、
Apple社の運営するApp Storeで今秋の発売を目指しております。

アジェンダは、累計出荷本数500万本を超える年賀状作成ソフトの『宛名職人』シリーズをはじめとした、パソコン用
ソフトウェアの企画/開発/販売などを主に手がけており、中でも特にMacintosh用ソフトウェアのサービス展開に力を
入れて参りました。iPhone/iPod touchユーザは全世界で5000万人以上(※)と言われており、市場の順調な拡大を
背景に、弊社がこれまで培ってきたノウハウを生かして、今後も様々なジャンルのiPhone/iPod touch用アプリを充実
させて参ります。

株式会社アジェンダがiPhone™/iPod touch®用アプリへ参入
第１弾として『麻雀』(仮称)の今秋発売を目指す

なお、本リリースに関するお問い合わせは、弊社下記担当までお願い申し上げます。また、共同企画・共同開発についての
ご相談も下記お問い合わせ先にて承りますので、お気軽にご相談ください。

■製品名： 麻雀（仮称）
■販売価格： 未定
■対応予定端末： iPhone、iPod touch
■プレイ人数： 1人
■ジャンル： ゲーム／カード
■販売予定地域： 日本を含む世界各国
■コピーライト： ©2009 AGENDA Co.,Ltd.

(※)2009年９月28日付 Apple社発表資料より

一般情報公開日： 2009年10月26日(月)



②

エキサイティングな3Dグラフィックス

通勤や休憩のお供に
一味違う、四人打ち麻雀ゲーム

タッチパネルを活かしたスマートな操作性

アプリを終了しても、次回起動時はすぐに続きからの
対局ができますので、通勤や休憩といった空き時間にも
気軽に遊べます。
さらに、こだわり派の方も大満足の、エキサイティングな
独自の３Dグラフィックスとスマートな操作性で、一味
違う四人打ち麻雀ゲームをお楽しみいただけます。
シンプルに遊べるだけではない、個性的な麻雀ゲームで
息抜きタイムがもっと楽しくなります。

タッチするとMacintoshのDock風に手牌が
ニョキっと飛び出たり、牌を捨てた時に風が
巻き起こったり、楽しく小粋な3D表現で
臨場感が高まり、エキサイティングなゲーム
をさらに盛り上げます。

画面をタッチすることで牌をズームしたり、
iPhoneのタッチパネルを活かした独自の
操作性を、麻雀という定番のゲームに加え
ました。iPhone/iPod touch用ゲームなら
ではの新たな面白さで、つい人に見せたく
なる新感覚の麻雀ゲームです。

もちろん初心者でも安心キャラクターは個性派ぞろい
世界各国出身の多彩な個性と運の強さを持つ10人の
キャラクタから、お好みでメンバーを選択し対局します。
プレイヤー自身もキャラクタから選択し、個性的な
名勝負をお楽しみいただけます。キャラクターによっては
イカサマもあり、ゲームならではの楽しさを味わえます。

ヘルプでは操作方法だけではなく、麻雀用語や役一覧
を見ることができるので、麻雀初心者の方や、うっかり
役を忘れてしまった場合にも便利です。

ズーム
！

ニョキ！

※ 資料に掲載している画面は開発中のものにつき、実際とは異なる場合がございます。
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